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こ
の
夏
、
連
日
猛
暑
が
続
い
た
市
内
に

比
べ
る
と
、
赤
城
大
沼
付
近
は
気
温
が
10

度
近
く
も
低
く
、
絶
好
の
避
暑
地
で
す
。

市
街
地
か
ら
車
で
走
る
こ
と
約
１
時
間
、

シ
シ
ウ
ド
の
花
が
咲
き
、
ウ
グ
イ
ス
の
声

が
響
く
赤
城
少
年
自
然
の
家
に
到
着
。
こ

こ
は
、
小
中
学
生
の
林
間
学
校
と
し
て
な

じ
み
が
深
く
、
カ
ッ
タ
ー
こ
ぎ
を
し
た
思

い
出
の
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

大
自
然
の
中
で

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　

赤
城
山
の
自
然
や
楽
し
い
野
外
活
動
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
季
節
ご
と
に
、

親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

秋
の
キ
ノ
コ
狩
り
、
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
、

つ
る
細
工
、
冬
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
、
雪
上

親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
山
好
き
に
な
る
人
も
多
い
そ

う
で
す
。
今
年
は
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
が
増

え
る
予
定
。

　

本
市
自
然
環
境
保
全
推
進
委
員
で
赤
城

山
の
自
然
に
詳
し
い
篠
原
豊
さ
ん
は
、「
赤

城
山
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
る
。

シ
カ
、
ク
マ
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
テ
ン
、

ム
サ
サ
ビ
、
イ
ノ
シ
シ
。
動
物
だ
け
で
は

な
く
、
野
生
の
草
花
も
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。
貴
重
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

る
自
然
豊
か
な
赤
城
山
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
広
報
紙
に
随
時

掲
載
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

Vol.57
市民が

作る

　市民
編集の

ページ

　

も
う
す
ぐ
秋
冬
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
。
大
沼
湖
畔
に
あ
る
教
育
施
設
・
赤
城
少
年
自
然
の
家

で
は
キ
ャ
ン
プ
、
キ
ノ
コ
狩
り
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
回
は
赤
城
山

の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
同
施
設
で
話
を
お
聞
き
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　

担
当
は
市
民
編
集
委
員
大
沢
、
石
原
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
家
☎
２
８
７
│
８
２
２
７
へ
。

触
れ
合
い
い
っ
ぱ
い
赤
城
少
年
自
然
の
家

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

仲
間
作
り
も

　

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
や
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

の
よ
う
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
、

仕
事
に
追
わ
れ
る
中
、
家
族
同
士
の
付
き

合
い
や
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
す
る
機
会

を
作
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
家
族
同
士
が
仲
良
く
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
出
会
い
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
で

ま
た
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
。

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　

赤
城
少
年
自
然
の
家
は
今
年
４
月
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
施
設
の

管
理
・
運
営
者
が
民
間
企
業
に
。
ス
タ
ッ

フ
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
丸
山
所
長
は
、

「
教
育
施
設
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

を
増
や
し
、
施
設
利
用
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

赤
城
少
年
自
然
家
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
講

師
や
ス
タ
ッ
フ
に
指
導
を
受
け
ら
れ
る
か

ら
初
め
て
で
も
安
心
。
主
な
道
具
は
借
り

ら
れ
る
の
で
準
備
が
楽
で
す
。
皆
さ
ん
も

親
子
一
緒
に
参
加
し
て
、
自
然
や
親
子
の

触
れ
合
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

親子のキャンプ
体験レポート

〈１日目〉
『カッター体験』
　湖上はひんやりとして、波も穏
やか。親子２人で１本のかいを持
つ。「いーち・に」の掛け声で、タ
イミング良くこぐ。ついていくの
に親は必死。子どもも真剣。
『ようやく夕食』
　お父さんが主役。火起こし、ま
き割り、飯ごう炊さん。煙に苦戦
しつつも、普段見ない額に汗して
働く姿。うちわであおいだり、ま
きを運んだりと子どもも自然にお
手伝い。おこげ付きのご飯に、個
性あふれるカレー。笑顔がこぼれ
る。
『キャンプファイアー』
　日が落ちて肌寒さを感じる。「燃
えろよ、燃えろ」の歌の後、点火。
掛け声に合わせて子どもたちの歓
声。始めは恥ずかしそうだった親
の方が楽しそう。
〈２日目〉
『自然観察ハイキング』
　赤トンボの大群、初秋漂う覚満
淵の木道を渡り、鳥居峠でお弁当。
トンボ採りをし、子どもも楽しみ
ながらよく歩く。

上　親子ハイキング「落ち葉
の道を進む」
左　キノコ狩り「こんなに大き
いマイタケが採れました」

秋

冬

右　冬のワカサギ釣り「釣り
方を教えてもらえます。生
きているワカサギの美しさ
に感激」

下　雪上ハイキング「スノー
シューズを初体験」

イベントスケッチイベントスケッチ
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